





























与党の農業者党（1922年からの正式名称は農民・小農共和党 Republikánská strana zemědělského a 













Adolf Josef kníže Schwarzenberg（但し 1914年逝去）xiiiは、17万 6,000haを、リヒテンシュタイ














チェコスロヴァキア独立直後の 1918年 11月 13日、暫定憲法 prozatímní ústavaが定められ、
1920年 4月までの暫定的国会である「革命国民議会 revolučni národní shromáždění」が土地改革の
準拠法を制定した。「革命的国民議会」の議席配分は、1911年のオーストリア帝国議会の勢力分
布に基づいた、国民委員会 Národní výborの委員配分に準じた。定数 256xviii、翌 1919年 3月にス
ロヴァキア会派への議席配分を増加する目的で 270に増やされた。最初の議員は、保守派である
チェコ国法民主主義 Česká státoprávní demokracie（1919年からは国民民主党、正式にはチェコス
ロヴァキア国民民主主義 Československá národní demokracie）46議席、人民党（正式にはチェコ
スロヴァキア人民党 Československá strana lidová）24議席、農業者党 55議席、国民社会党（正式
にはチェコスロヴァキア国民社会党 Československá strana národně socialistická）xix29議席、チェコ
進歩党（帝国議会当時はチェコ国法進歩党 Česká strana státoprávně pokroková）は 6議席、社会民




からなる収用法 Zákon o zabrání velkého majetku pozemkového （Záborový zákon）、1919年 215号法
である xxi。1919年 4月 16日に制定され、24日に発効した。正式に廃止されたのは実に 1991年
6月 24日で、第二次世界大戦後、共産党政権下で行われた第二次土地改革にも影響し、「ビロー
ド革命」後まで残っていた。





収用法第 10条の分配に関する規定を受けて、1920年 1月 30日に分配法 Zákon, kterým se 
vydávají po rozumu §u 10 zákona ze dne 16. dubna 1919,  č. 215 Sb. zák. a nař.,  ustanovení  o  přídělu 
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チェコスロヴァキア第一次土地改革に対する批判
zabrané  půdy a upravuje se právní poměr ku přidělené půdě （Zákon přídělový） （1920年第 81号法）が
制定され、2月 17日に発効した。この法は、5部 65条からなる。分配の対象者はチェコスロヴァ
キア国籍を持つ者で、有償で分配される。
1920年 4月 8日に制定され、5月 12日に発効した補償法 Zákon o převzetí a náhradě za zabraný 
majetek pozemkový （zákon náhradový）（1920年第 329号法）は、9部 84条からなる。収受価格は、








テレツ・ナト・チェルニーミ・レシ Kostelec nad Čeernými Lesyの大農園 11,357.2093ha中、61.1%
の 6,942.2834haの収用が継続していた。ヴァイクハルトWeikhard・コロレド＝マンスフェルト所
有のドブジーシュ Dobříšの大農園では、24,037.8042ha中 17.6%の 4,225haの収用が継続してい
た。ヨゼフ・コロレド＝マンスフェルトのオポチノ Opočnoの大農園では、10,014.34ha中  6.5%
の 655haの収用が継続していた。イェロニーム Jeroným・コロレド＝マンスフェルトのズビロフ
Zbirohの大農園では 23,755.98ha中 13.6%の 655haの収用が継続していた。カレル・シュヴァル







1938年初の状況で、収用地 4,021,617 ha （うち農地 1,283, 286 ha）中、分配されたのが 1,800,782 
ha（44.8%） （農地 868, 601 ha（32.6%））、返却されたのが 1, 831, 920 ha（45.6%）（農地 418,858ha
（48.2%））、収用が継続したのが、435,668ha（10.8%）（農地 25,262 ha （0.02%））である xxiv。
土地改革の結果の農業経営単位（農園数）の増減を 1921年と 1930年で比較すると、1ha未満















の首相は農業者党のヤン・マリペトル Jan Malypetrで、「広い連立 široká koalice」と呼ばれる、共
産党を除く左派から右派までのチェコスロヴァキア系、ドイツ系の政党が参加した大連立が形成
されていた。1932年 10月 29日から 34年 2月 14日の第 1次マリペトル内閣は、同じ農業者党
のフランチシェク・ウドルジャル František Udržal首相の辞任を受けて成立した。内閣を構成し
たのは、農業者党のべ 4名（1閣僚ポストをマリペトルが兼任）、社会民主党 3名、国民社会党 2名、
人民党 2名、国民民主党 1名、ドイツ系社会民主党（正式にはチェコ共和国ドイツ系社会民主労
働党 Deutsche sozialdemokratische Arbeiterpartei in der Tschechoslowakischen Republik）1名、（ドイ
ツ系）農民同盟（正式には農民・農村産業者同盟 Bund der Landwirte und des ländischen Gewerbes）
1名、無所属 2名である。





民主党と、急進的民族運動の国民連盟 Národní ligaと国民戦線 Národní frontaが合併して成立し
た。そして、1935年の 5月 19日の国民議会選挙に向けて、政府与党批判を強めた。選挙運動


















































社会民主党のルドルフ・ベヒニェ Rudolf Bechyně 鉄道大臣の息子が、チェルニン Czernin伯所















ズデーテン・ドイツ党 Sudetendeutsche Partei 15.18% 44議席
農業者党 14.29% 45議席
社会民主党 12.55% 38議席




自治ブロック Autonomistický blok 6.86% 22議席
国民統一 5.57% 17議席
商工中産党（正式にはチェコスロヴァキア商工中産党 Československá živnostensko-
obchodnická strana středostavovská） 5.44% 17議席
ドイツ系社会民主党  3.64% 11議席
領邦キリスト教社会党 Országos Keresztényiszocialista Pártxxxvi
 3.55%  9議席
国民ファシスト連盟 Národní obec fašistická 2.04%  6議席
ドイツ系キリスト教社会人民党 1.98%  6議席
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